
  日本はどのように外国人を受け入れてきたのか？

そしてこれからはどうあるべきか？

豊富な統計データを駆使して日本社会と外国人のかかわり  

を浮き彫りにする異色の外国人白書！

お問い合わせ先： 神戸国際行政書士事務所

078-785-5599

ogushi@mbh.nifty.com

ご注文は全国主要書店またはアマゾン等（送料無料）からどうぞ
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